





























































































































































   試料dTN/dP1∂Jx一 →■■ノ∂exx
   CoONI。.536Mno,4640理論(2,2士0,5)Xlr一3de9・㎝!/Kヲ(1.9±0.3)Xユ0-3〃一2.4-1.9-2.9
 Anderso11の/焼・嗣⊂遡曇ずく超交換相互作用の歪み依存性はKanamoriの近似方法によると一5、8
 である。こ＼で,イオン半径が圧力により変ると考えると・]//・(∂/x/exx)=・一2・9となり・
 測定結果と同・//呈度の大きさになることがわかった。
 1・!}1溶体M・rCOxOとNi1-xMllxOび)格子定数と帯磁率の測定よ鉱組成を変化した場合にお
 ける第二近接磁性イオン間距離とネール～、監度の関係が求められた。この関係は格子間距離グ)減少に対
 し,ネール1,!註度が一.1二1ることを示し,圧.縮に.ζり求められたOoOとNio.536MI1。.4640び)dTN/dP
 と定1生的に仁.L■・致した。しかし,直接融∫定:より求められたdTN/dP帰.組成変化より期待される'大き
 さの約1/mであった。こσ)両者'び)値の違い!ま主としてイオン半径の変化によることが考察され,理
 論的に期待されるように酸素イオン半径が超交換相'互1乍用の大きさを決める重要左パラメーターであ
 ることがプつかった。
 今まで,局在電子模型の立場より考察して来たが,CoOに於いては,結晶中で生き残っている軌
 道角運動量がネール温度を約.10%下げてレ・ることがKanamorilてより甘'旨摘されている。軌道角運動量一
 を持た支い磁性イオンより成る固溶体Ni、_xMnxO系にむいて,格子定数と平均のスピン量子数が
ロ
 CoOlて対応する組成のネール1、見1∫烈忙GoOのネール温度より約30K高レ・ことフがわかった。このよう
 な軌道角運動量一のネール1、留衰iへの影響は3,200Kg/凝までの,静水圧で.殆んど変化しないことが,剛
 体」求概、念、1てよるイオン半径の/反定lfこi基ずき,CoOとNio,536Mno,4640とを上ヒ、較考察された。ロまた
 共有性の増加に伴う縮退軌道の変化,お・よび,Stephens等の高圧力下にお・けるスピンー一軌道結合に
 ,1上る準位分裂に関する実験結果からも,軌i.首角運動量の変化は極めて小さいことが考察された。
第六草総
舌才
 〔1)eoOとM。.536Mllo.4640の竜気伝導度を3,200忌9/㎝1までの静水圧下で測定し,ネールマ、額,隻
 の圧力変化が,それぞれ,(2.2十〇.5)X10{3,(L8士0.3)x10『3deg・αη1,Kgdと求め
 られた。
15
 、21Co〔)のdTN/dPl戚大部分が超交'・喚・相互1γF用の圧力変rヒによることが擢三論され,超交換相互作
 用の歪依存性がO(〕0,Nio,536MnD..1640について,それ.ぞれ一2.4,一1.9と求められた。
 3)Ni、_xCOxO系とNi、_XMnxO系の格子定数と帯磁率を測定した。その示・甘栗,Co2+の結
の
 晶中で生き残っている軌道角運!勧量がネール1,lll度を約30K"ドげていることがわかった。
 1'1)ωと〔3)の測定結果を比較検討し,超交換相互作用の圧力変化は、磁性イオン間距離のみならず,イ
 オノ半径に強く依存していることがわかった。
参 考
論
文
 M.Ohashi:TheMagnetica[]dThermalPropertiPs・ftheIlltermeta11icO。mpoL]
 一ndMロHg.J.Phys.S亡)c.Japa1122(1965)911
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面朋 文審査要
 ヒ
日
 本論文の著者は遷移金属酸化物CoO,Niu,536Mn。、46イ。の反強磁性的性質の3、200気圧以下
 の加圧圧縮による変化を測定し,Nee1温度の圧力効果等を求めた。その示、苦果の大要1・〔次のように要
 約される。(1)CoOおよびNlo,535Mno.46、0にお'けるNeell、!,聖度の圧力依存性が夫々(+2,2士O、5)
 xlo-3む。とび(十1.8±o.3)×10噛eg・`wl/K9と求められた。(2)G〔)0のdTN/dPは1三として超交
 換相互作用・7〕圧力変化によることを推論し,eo(〕むよびNi。.536MIlo.4640にお'ける超交換相互
 御初歪み依存鵬緩々一2・屑yよび一1・9と求められた。13)Nh一一xMnxO系と翫』xO。xO系
 の格子定数と帯磁率のオ、監度変化奮測定した。これより,固溶体にむけるNee1温度と原子間距離の関
 係が求められた。以上のように,著者はGoOとNio.536Mno.46イOに∫15・けるNeeh、別変び)圧力変化,
 むよび,これらの結晶中にお・ける超交換相互f乍用の磁性原子間距離依存性を決定し,これらの結果を
 Ni、一xMnxO系諭よびNi3-xCoxO系にむけるNee1温度の原子間距離依存性と比較考察した。
 これにもとずき,超交換相互作用は磁性涼子間距離のみならずイオン半径にも強く依存することを推
 論した。また,本測定と同程度の超交換相互作用の歪み依存性力理論的にも期待されることを示し,
 Belovの二次転移理論による推定は使用した測定値が適当でなかったことを示した。
 この業績は酸化物反強磁性発生の根元である原子間超交換相互作用に関し新しい知見を与えたもの
 で,磁性体論に貢献するところか大きい。よって,大橋正義の提出した論文は理学博士の学位論文と
 して合格と認める。
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